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研究協力者 長瀬 達也
１ 題材名 ポーズでつたえよう○○している生きもの（立体）

２ 子どもと題材
(1) 子どもについて

子どもたちは，１年生では，油粘土を用いて好きなものをつくる活動を行った。油粘土の
形成しやすい特性を生かして，丸めたり，伸ばしたり，くっつけたりしながら，好きな動物，
好きな食べ物，好きな店，好きな建物，好きな場所など様々なものを表した。小さな部分を
つくって組み合わせるつくり方がほとんどであった。
２年生では，油粘土を用いて，一番好きな生き物をつくる活動を行った。胴体に顔や手足

を接着して積み木のように立体に表すなど，ほとんどの子どもたちが表したいことを形にす
ることができた。中には，竜の背中のごつごつとした感じや鳥の羽の模様まで表している子
どもも見られたが，「○○のような感じ」という，生き物の様子まで表すことができている
子どもはあまり見られなかった。そして，子どもたちからは，もっと生き物の特徴が表れる
ようにつくりたいという声も多く聞かれた。土粘土を用いて，よりはっきりとした形をつく
る段階に入っているものと考える。

(2) 題材について
本題材では，土粘土を用いて好きな生き物をつくる。そしてここでは，つくりたい生き物

の形をつくることだけにとどまらず，「○○のような感じ」や「○○している様子」がわか
るまで表すことを意識させたい。どこの部分のどんな形から，「○○のような感じ」や「○

○している様子」がわかるのかを見合う場を設けたり，具体的に動きをイメージできる言葉
や動作を確認したりすることで，動勢までねらうことができると考える。
油粘土は，小さな部分を接着させながらつくることができることから，低学年の子どもた

ちの特徴である，つくりながらイメージをふくらませていくことに適した素材である。しか
し，でこぼこした感じやとげとげした感じなどの質感やどっしりとした量感，動きが感じら

れるポーズなどがはっきりと表れづらい面もある。そこで，土粘土を用いることで，よりは
っきりとした形や質感を表すことができるようにしたい。また，土粘土は，大きなかたまり
からひねり出して形をつくる必要がある。油粘土と異なるひねり出しでつくる技法が必要と
なるため，高まってきた手の巧緻性に対応できる素材でもある。
本題材の活動を通して，生き物の形を変形させながら発想を広げていく力，自分の表した

いイメージをよりはっきりとした形にしていく力が育つと考える。

(3) 指導について
本題材における新たな価値は，「○○のような感じ」や「○○している様子」がわかるな

ど，つくりたいイメージをもつという「見方・考え方」をもとに，表し方を工夫していくこ

とである。生き物の形をつくる段階では，どんな生き物をつくるのかを決めることができ
るように，生き物の写真や参考作品を提示する。つくりたい生き物のイメージをはっきりと
させるために，それぞれの生き物の特徴を確かめ合う場を設ける。また，イメージした形を
表現へとつなげるために，２本足の生き物，４本足の生き物などに応じたおおまかな形のつ

くり方を示す。生き物をイメージ通りの形につくることができないという技能面で困る子ど
もがいると予想される。その場合は，教師が積極的にかかわり，頭や手足などのひねり出し
方や適切な量を示すなど，個に応じた支援をすることで活動を支えていく。
大まかな形ができたら，生き物の名前や住んでいる場所，得意なことなどを考える時間を

設けることで作品に対する思いを深め，どんな様子を表すのかを決めることができるように

する。そして，参考作品の鑑賞を通して，口を小さく開いた形と大きく開いた形では，どち
らがおいしそうに食べているのかを比較したり，粘土の表面をつるつるにした場合とでこぼ
こにした場合では，どんな感じがするのかについて確かめ合ったりして，作品づくりに生か
すことができるようにする。ひねり出しでつくると，頭部が小さくなってしまったり，手足
が細くなってしまったりする傾向がある。つくりたいイメージをはっきりと表すことができ

るように，必要な粘土の量についてもつかませる。そして，表したいポーズのイメージをは
っきりとつかむことができるように，実際に動作化する活動も取り入れながら活動を進めて
いく。



３ 題材の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉

(1) 表したい生き物をつくることに関心をもち，生き物のイメージをはっきりともって造形活

動を楽しもうとする｡ 〈a-１〉

(2) 生き物が好きな食べ物や得意なことなどを考えながらつくることを通して，表したい生き

物のイメージを広げる。 〈b-８〉

(3) つくりたい生き物の感じや様子が表れるように，粘土の形や量を工夫してつくる。

〈c-30〉

(4) 自分がつくった生き物について友達に紹介したり，友達のつくった生き物の表し方のよさ

や面白さに気付いたりする。 〈d-19〉

４ 題材の構想（総時数４時間）

時間 学習活動 教師の主な支援 評価〈本校の資質・能力との関連〉

１ (1) つくりたい生き ・ つくりたい生き物のイメー ・ 自分がつくりたい生き

２ 物のイメージをも ジをつかむことができるよう 物のイメージをもち，活

ち，○○のような に，もとになる生き物の写真 動を楽しみながら進めよ

感じや○○してい や参考作品を提示する。 うとする。 〈a-１〉

る様子がわかるよ ・ 表したい様子を見付けるこ ・ つくりながら生き物の

うにつくる。 とができるように，生き物の イメージを広げ，特徴や

特徴やどんな動きがあるのか 様子が表れるようにつく

を確かめ合う場を設ける。 る。 〈b-８〉〈c-30〉

３ (2) 特徴や様子がわ ・ ○○している様子を表すポ ・ つくりたい生き物の特

本時 かるように表し方 ーズに気付き，自分の作品づ 徴や様子が伝わるように

を工夫して生き物 くりに活かすことができるよ 表し方を工夫する。

をつくる。 うに，小さく開いている口と 〈b-８〉〈c-30〉

大きく開いている口などを比

べて鑑賞する場を設ける。

・ 自分が表したいイメージを

はっきりとつかむことができ

るように，動作化してポーズ

を確かめる場を設ける。

・ 表し方がわからず困ってい

る子どもには，特徴を一緒に

に考え，つくり方を紹介する。

４ (4) つくった作品を ・ 表し方の工夫を具体的に見 ・ 自分や友達の作品につ

見合い，表し方の 付けることができるように， いて話し合いながら，表

よさや面白さを見 「○○しているように見え し方のよさや面白さを見

付ける。 る」，「○○な感じがわかる」 付ける。 〈d-19〉

を鑑賞の視点として示す。



５ 本時の実際 本時（３／４）

(1) ねらい

表したい生き物の感じや様子がわかるように，粘土の量や形を変えながら，イメージに

合った表し方を工夫する。

(2) 展 開 ○：「仲間との対話」を生かして新たな価値を創造するための手立て

時間 学習活動 教師の支援 評 価

15分 ① 参考作品を見合って，様 ○ ～している様子を表すポーズに気付くことができ

子や特徴をよくとらえた表 るように，小さく開いている口と大きく開いている

し方の工夫を見付ける。 口などを比べて鑑賞する場を設け，自分の作品づく

【仲間との対話】 りに生かすことができるようにする。また，形だけ

でなく，粘土の量を増やして大きくすることで効果

（予想される子どもの反応） が増すことにも気付かせる。

・ 口を思いっきり開けると食べ ○ 自分が表すポーズのイメージをつかむことができ

ている様子が伝わるな。 るように，動作化をしてポーズを確かめる活動を設

・ でこぼこやとげとげから，強 ける。

そうな感じが伝わってくる。

学習課題

なにをしている生きものなのかが，友だちにもよくつたわるように，つくりかた

をくふうしよう。

25分 ② つくりたいイメージが表 ・ イメージがさらに広がるように，自分がつくった

れるように工夫する。 想像の生き物の「すんでいる場所」「得意なこと」

【自分との対話】【仲間との対話】 「一緒に遊んでみたいこと」などを確かめる時間を

設ける。

（予想される子どもの反応）

・ 大きく口を開けてると，本当 ・ イメージをもっているのに，なかなか形に表せな

に食べているみたいに見える。 い子どもには，イメージに合う形の例を提案したり，

・ 首をひねったら，考えている 参考になる表し方をしている子どもを紹介したりし

みたいに見える、人間みたいだ。 て，具体化できるようにする。

・ 粘土の量を増やして大きくす

ると，迫力がでるな。 ・ 発想が広がらない子どもには，つくっている動物

・ 羽を上に上げると，飛んでい の特徴を聞き，特徴が表れるような表し方を提案す

るように見える。 る。

・ でこぼこの模様を付けると，

生きているみたいだ。 つくりたいイメージが表れるように，生き物の

・ 耳を大きくしたら，かわいい 特徴やポーズを意識して，粘土の量や形を工夫し

感じが出てきて，つくりたい生 ている。 〈b-８〉〈c-30〉（活動，作品）

き物らしくなってきた。

５分 ③ 本時の活動をふり返る。 ・ どこを工夫したのかが具体的に伝わるように，「最

初と変わったところ」「変えたらどのような特徴が

よく伝わるようになったか」を問う。



(3) 「仲間との対話」を通して新たな価値を創造する子どもの姿

《学習活動①において》
・ つくりたい生き物の特徴を表すイメージがはっきりとしてい

子どもの姿 ない
・ ○○している様子がわかるポーズのイメージがはっきりとし
ていない。

目指す ・ 自分が表したいイメージが伝わるように表し方を工夫し
子どもの姿 てつくっている。

仲間との対話

【教師の手立て】

・ 口を小さくつくったライオンを提示し，どうすれば食べてい
る様子がもっと伝わるのかと問い，「口を大きくあける」，「手
で獲物を押さえる」「顔を斜めにする」などの表し方をすれば
よいことを確かめる。

・ 表すことが思い付かない子どもには，「すんでいる場所」「得
意なこと」「一緒に遊びたいこと」などを問い，ポーズを考え
る手がかりとする。

・ 表したいことは見付けているが，表し方がわからない子ども
には，「○○しているように見える」ポーズを自分の動作で試
したり，友達の動作を見せてもらったりするよう助言する。

・ もっと○○している感じを強めたい場合は，「おおげさに強
調する」ことを助言する。

【協働して追究する「問い」】

○○している様子が伝わるようにするには，どんな工夫をす

るといいのだろう。

・ 口を大きく開けたら，おいしそうに食べているように見え
るな。

・ 顔を大きくして口を開けたら，食べている様子に迫力が出
る。

・ きばもつけたら，もっと強そうな感じがするな。

・ 口を大きく開けたら，食べているだけでなく歌っているよ
うにも見えるな。

・ でこぼこにしたり穴をたくさんあけたりすると，恐竜の体
みたいに見える。

・ この形は，ダンスをしているように見えるな。楽しい顔も
つくってみよう。

・ 実際にポーズをしてみたら，表したいことが見付かった。

【学びを深める
「見方・考え
方」】
表したい感じ

や様子に着目
し，イメージに
合うつくり方を
工夫する。




